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今週のキーワード

AI実用化の壁
医療AIの現実、生成AI材料開発の光と影

44
件

記事数

7
カ国

対象国

139
%増

AIエージェント支出

700
億ドル

Oracle投資

今週の全44記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01
医療AI、安全性情報欠
落

医療AI課
題

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●○
○

主要AIが生成する悪性黒色腫治療情報に80-99%の安
全性情報欠落が判明、医療AIの信頼性確保が喫緊の課
題。

#02
AI創薬、肺癌治療薬候
補

AI創薬
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

AIが非小細胞肺癌治療薬JIN-A02の併用パートナー候
補12種を特定、創薬プロセスを劇的に加速する可能性
。

#03
ViTで癌病理診断98%
感度

医療AI診
断

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●○
○

Vision TransformerベースAIが結腸直腸癌の病理組織
分類で感度98%、特異度97%を達成、AI支援診断の
精度を飛躍的に向上。

#04
AI創薬のボトルネック
は生物知識

AI創薬課
題

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

AI創薬のボトルネックはモデル性能ではなく生物学的
知識の質と統合性であるとの議論が浮上、データ基盤
強化の重要性を指摘。

#05
医療AI、実患者ケアで
性能差

医療AI評
価

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●●
○

新ベンチマーク「BRIDGE」で医療AIが実臨床タスク
で大幅な性能ギャップ（92%→44.8%）を露呈、実
用化への課題浮き彫り。

#06
タモキシフェン、骨折
リスク低減

医療臨床
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○

乳がん治療薬タモキシフェンがアロマターゼ阻害薬と
比較して骨減少症・病理的骨折リスクを低減する可能
性が示唆された。

#07
Axcelead、Lilly
AI創薬参画

企業連携
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●

日本のAxcelead DDPがEli LillyのAI/ML創薬プラット
フォーム「TuneLab」に参画、低分子・抗体薬の特性
予測能力を強化しAI創薬を加速。

#08
Nature誌、医療AIモデ
ル掲載

医療AIモ
デル

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●○
○

Nature誌が医療AIモデルMIRAとAMIEを掲載、シミ
ュレーションで医師と同等以上の患者管理能力を実証
し医療AIの新たな進歩を示す。

#09
EFF、AI規制の合理性
主張

AI規制議
論

●○○○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●○○
○

●●○○
○

EFFがAI規制は合理的であるべきと主張、国防総省の
Anthropicモデルへの輸出規制を批判し言論の自由と
技術開発への影響を懸念。

#10 USPTO、AI機能導入 行政AI導
入

●●●○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

USPTOが画像検索AIとエージェントAIを導入し商標
出願・審査プロセスを改善、知財分野におけるAI活用
の新たな段階を示す。

#11
Bezos氏、CuspAIに4
億ドル出資

AI材料科
学

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
○

Jeff Bezos氏がCuspAIに4億ドル出資、生成AIで材料
発見を加速し「永遠の化学物質」PFAS除去技術を数
ヶ月で開発。

#12
医療AI、実世界検証を
強調

医療AI評
価

●●○○
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

専門家は医療AIモデルMIRAとAMIEを肯定的に評価す
るも、実世界での検証と医師支援ツールとしての位置
づけの重要性を強調。
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#13
CAR-T後治療、最適解
未解決

医療臨床
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○

再発・難治性大規模B細胞リンパ腫におけるCAR-T後
の最適な治療シークエンスが未解決、個別化治療戦略
の開発が喫緊の課題。

#14
NVIDIA Blackwell、A
Iエージェント首位

AIインフ
ラ

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●●
○

NVIDIA Blackwellが初のAIエージェントインフラベ
ンチマーク「AgentPerf」で首位獲得、複雑なマルチ
ステップAIワークロード処理能力を証明。

#15
AI、PFAS除去新材料
を6ヶ月で設計

AI材料科
学

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
○

KemiraとCuspAIが提携し生成AIでPFAS除去新材料
を6ヶ月で設計、環境問題解決を大幅に加速。

#16
医療特化AI、汎用モデ
ルに敗北

医療AI戦
略

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

医療特化AIが汎用モデルに敗北する可能性が指摘され
、専門知識だけでなく汎用的な推論能力の重要性が浮
上。

#17
Claude Fable
5、新Siri AI発表

AI製品動
向

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

Anthropic Claude Fable 5、Appleの新Siri
AI、Google NotebookLMのメジャーアップデートな
ど、主要AIプラットフォームの進化が加速。

#18
AIエージェント、企業
業務再設計

企業AI導
入

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

自律型AIエージェントが企業業務を再設計、2026年
末までに企業向けソフトウェアの40%に搭載予測され
、生産性向上に貢献。

#19
NeuBird AI、運用エー
ジェント提供

AI運用ツ
ール

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

NeuBird AIが自律型プロダクション運用エージェント
を提供開始、リアルタイムでインシデントを調査・解
決しエンジニアのアラート疲労を軽減。

#20
印、AIデータセンター
構築

AIインフ
ラ

●●●○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●○○
○

AdaniとJabilがインドでAIデータセンターインフラ構
築で提携、液冷AIラックなど次世代ハードウェアを製
造し3兆ドル市場に対応。

#21
Proscia、マルチモーダ
ルAI病理

医療AIプ
ラットフ
ォーム

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

ProsciaがマルチモーダルAIを統合したデジタル病理
プラットフォームConcentriq第5世代を発表、病理学
・創薬の診断精度と効率を向上。

#22
オランダ、EU
AI法実施法案

AI規制
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

オランダ政府がEU AI法実施法案を公開協議、国内監
督・執行フレームワークを確立しAI技術の安全で倫理
的な利用を保証。

#23
SpaceX、AIコーディ
ング買収

企業買収
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○

SpaceXがAIコーディングスタートアップCursorを60
0億ドルで買収、xAIのGrokエコシステムを強化しAI
開発競争を加速。

#24
アイルランド、AI法案
承認

AI規制
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○

アイルランド政府がEU AI法国内施行に向けた「人工
知能規制法案2026」を承認、AI規制の中央調整機関
を設立。

#25
中国、AIスタートアッ
プ買い戻し

企業買収
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

中国投資家がMetaからAIスタートアップManusを20
億ドルで買い戻し計画、中国政府のAI技術への監視強
化を反映。

#26
Oracle、700億ドルDC
投資

AIインフ
ラ投資

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●○
○

OracleがAI需要急増に対応するためデータセンター拡
張に700億ドル投資へ、液冷GPUインフラを強化しAI
コンピューティング能力を確保。

#27
Vultr、HPE/NVIDIAで
AIインフラ

AIインフ
ラ構築

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

VultrがHPEとNVIDIAを選定し次世代AIインフラを構
築、NVIDIAのアクセラレーテッドコンピューティン
グとHPEの液冷技術を統合。

#28
ヒューマノイド、ビジ
ョン変革

ロボットA
I

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

ヒューマノイドロボットのビジョンシステムが物理AI
の知覚レイヤーに変革、Tesla、Figure AIなどが純粋
ビジョンとマルチモーダルFUSIONを主導。

#29
人間とAIエージェント
協調

企業AI導
入

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

企業業務で人間とAIエージェントの協調ワークフロー
が台頭、Gartnerは2028年までにユーザーインタラク
ションの大半を占めると予測。

#30
ASHRAE、AIデータセ
ンター効率化

AIインフ
ラ標準

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

ASHRAEがAIデータセンターの効率最適化に向けた新
フレームワークを発表、液冷技術を推奨し高密度AIワ
ークロードに対応。

#31
Agentic
AI、企業支出139%増

企業AI導
入

●●●○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

エージェント型AIが企業インテリジェンスを革新、Ga
rtner予測で自律型エージェントソフトウェア支出が前
年比139%増と急成長。
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新規性
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データ
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日本
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#32
Cerebras、Gemma
4高速推論

AI推論ハ
ード

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

CerebrasがマルチモーダルAIモデルGemma 4を高速
推論プラットフォームで提供開始、毎秒1,500トーク
ン超を実現しリアルタイムAIを加速。

#33
マルチモーダルAIブレ
ークスルー

マルチモ
ーダルAI

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
○

マルチモーダルAIがブレークスルー、GPT-4oやGemi
ni 3.1 Proなどでテキスト、画像、音声の統一が加速
し新たなユースケースを開拓。

#34
AI導入、3つのアプロ
ーチ

AI導入戦
略

●●○○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

Clarkston Consultingが組織におけるAI導入の3アプ
ローチ（自動化、AIワークフロー、AIエージェント）
を解説、最適な選択の重要性を強調。

#35
EU AI法、高リスク義
務延期

AI規制
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○

EU AI法デジタルオムニバス暫定合意が成立、高リス
クAI義務の開始日延期とAI生成CSAMなどの禁止事項
が追加。

#36
NIH、生物医学AI研究
支援

医療AI研
究支援

●●●○
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

NIH Bridge2AIプログラムが生物医学AI研究を推進、
AI対応データセット活用と責任あるAI利用のための2
つの新イニシアチブを支援。

#37
EU
AI法発効、高額罰金

AI規制
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○

EU AI法が2024年8月1日に発効、高リスクAIに厳格
なコンプライアンス義務と最大3,500万ユーロの罰金
が課され、企業は対応必須。

#38 NIH、精密医療AI開発 医療AI研
究支援

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●●
○

●●●○
○

NIH PRIMED-AIプログラムが臨床画像とマルチモー
ダルデータを統合しAI駆動型臨床意思決定支援ツール
を開発、精密医療を加速。

#39
マルチモーダル生成AI
ガイド

マルチモ
ーダルAI

●●●●
○

●●●●
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
○

マルチモーダル生成AIの包括的ガイドが公開、GPT-4
oやGemini 1.5 Proなどがテキスト、画像、音声の処
理・生成を統合しAIの応用を拡大。

#40
Figure AI、BMW工場
でロボット

ロボットA
I

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

Figure
AIがBMWと提携しヒューマノイドロボット「Figure
01」の製造タスクパイロットをドイツ工場で開始、2
026年頃の量産を目指す。

#41
Hyundai、Boston
Dynamics完全支配

企業買収
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

HyundaiがBoston Dynamicsを完全支配下に置きロボ
ット開発を加速、SoftBankはAIインフラに注力する
ため撤退。

#42
Forbes、ヒューマノイ
ド18社

ロボットA
I

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

Forbesがヒューマノイドロボット開発企業18社を紹
介、Figure AIの「Figure 02」がBMW工場で車両生
産を支援する実用化事例を詳報。

#43
エンタープライズLLM
比較

LLM比較
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

2026年エンタープライズLLM比較ガイドでAnthropic
Claude Opus 4.6が100万トークンコンテキストと専
門タスクで優位性を示す。

#44
AIスタートアップ大型
資金調達

資金調達
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

産業AIのPrometheusが120億ドル、外科用AIのUnco
vrが700万ドルなど、AIスタートアップが多岐にわた
る分野で大型資金調達を達成。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事



AI・機械学習 Weekly Intelligence Report | 2026-06-19 | Page 4

今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 医療AIは「試験秀才」で終わるのか？
Mass General Brighamの新ベンチマーク「BRIDGE」が、医療LLMが標準試験では92%の高得点でも、実際の臨床タス
クでは44.8%しか達成できないと指摘しました（#05）。この「実世界ギャップ」は、貴社の医療AI導入計画の前提を揺
るがすものではないでしょうか？

❷ 生成AIによる材料開発は、自社のR&D;を数年短縮できるか？
CuspAIはJeff Bezos氏の投資を受け、生成AIでPFAS除去新材料をわずか6ヶ月で設計しました（#11, #15）。通常数年
かかる開発期間が劇的に短縮されるこの技術は、日本の材料メーカーにとって、競争優位性を確立する機会か、あるいは
既存R&D;体制の陳腐化という脅威となるでしょうか？

❸ AIエージェントの自律性は、どこまで許容されるべきか？
Gartnerは2026年末までに企業向けソフトウェアの40%にAIエージェントが搭載され、2028年までにユーザーインタラ
クションの大半を占めると予測しています（#18, #29,
#31）。自律的なタスク実行は魅力的ですが、医療AIの安全性情報欠落（#01）やEU AI法の規制強化（#37）を鑑み、
貴社はAIエージェントにどこまで権限を与え、どのように人間が監視する体制を構築すべきでしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

AI材料開発 医療AI実用

AIインフラ企業AIエージェント

マルチAI

AI安全性

AI規制

ロボットAI

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● AI材料開発 機会大 新材料開発を加速 既存R&D;の陳腐化

● 医療AI実用 注意 診断支援の高度化 誤診リスクと信頼性

● AIインフラ 注意 高性能AI基盤 投資競争と電力

● 企業AIエージェント 機会大 業務効率を革新 運用リスクと監視

● マルチAI 機会大 新サービス創出 高コストと倫理

● AI安全性 脅威大 — 信頼性低下と訴訟
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● AI規制 脅威大 — 開発コスト増大

● ロボットAI 注意 労働力不足解消 競争激化と倫理
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深掘り ① ― 生成AIが材料開発を数ヶ月に短縮
#11 | 2026/06/17 | Impact Loop VC | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●○

Jeff Bezos氏が英国の材料科学スタートアップCuspAIに4億ドルを出資し、同社の企業価値は26億ドルに急騰しました
。CuspAIは生成AIを活用し、通常数年かかる新材料の発見プロセスを数ヶ月に短縮。特に「永遠の化学物質」（PFAS
）の除去技術開発で注目されており、ASML、Meta、Hyundaiなどの大手企業を顧客に持ち、産業界に大きな変革をも
たらす可能性を秘めています。

CuspAIの技術は、深層学習と生成モデルを用いて原子レベルで特定の機能を持つ新規材料を設計・予測します。これ
により、従来の試行錯誤に依存した開発手法を劇的に効率化。PFAS除去に適した高効率な吸着材などの開発にAIが活
用され、世界的な水質汚染問題への迅速なソリューション提供に貢献しています。

▶ シニアテクニカルアナリスト

CuspAIの生成AIによる材料開発は、従来のR&D;サイクルを根本から変える可能性を秘めています。PF
AS除去材料を6ヶ月で設計したという数値は、AIが特定の機能を持つ材料を効率的に探索・最適化でき
ることを明確に示しており、楽観的すぎる評価ではないでしょう。ただし、ラボスケールでの性能が量
産スケールで維持できるか、コスト競争力はどうか、といった実用化に向けた課題は残ります。 【機会
】日本の材料・素材メーカーは、AIを活用した新材料開発に乗り遅れると競争力を失う可能性がありま
す。CuspAIのようなプラットフォームとの連携や、自社でのAI導入を加速することで、開発期間短縮と
コスト削減を実現し、新たな市場を開拓できるでしょう。 【脅威】既存のR&D;体制や、AI導入に消極
的な企業は、技術的陳腐化のリスクに直面します。特に、環境規制が厳しくなる中でPFASのような問題
への迅速な対応が求められる分野では、AI活用が必須となるでしょう。 【次のアクション】R&D;部門
は、生成AIによる材料設計の最新動向を調査し、自社製品への応用可能性を評価するプロジェクトを即
時立ち上げ、経営企画部門はAI材料科学スタートアップへの投資や提携を検討すべきです。

深掘り ② ― 医療AI、実臨床で性能ギャップ露呈
#05 | 2026/06/18 | Mass General Brigham | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

Mass General Brighamが開発した新ベンチマーク「BRIDGE」により、医療用LLMが標準化された医療試験では92%
の高得点を出す一方で、実際の臨床タスクではわずか44.8%しか達成できないことが判明しました。この結果は、LLM
が電子カルテや患者との対話における微妙なニュアンスを理解する能力にギャップがあることを示唆しており、実世界
での医療AI導入における重要な課題を浮き彫りにしています。

従来の医療AI評価は知識ベースの質問に偏っていましたが、BRIDGEは電子カルテの複雑な記述、患者との非構造化対
話、文脈に応じた推論など、実際の臨床現場で求められる高度な言語理解と応用能力を評価します。この性能低下は、
AIが形式的な知識を持つ一方で、臨床現場の「暗黙知」や「状況判断力」が不足していることを明確に示しています。
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▶ シニアテクニカルアナリスト

医療AIが標準試験で高得点を取る一方で、実臨床で大幅に性能が劣るという結果は、AIの「知能」の定
義と評価方法に一石を投じるものです。92%から44.8%への低下は非常に大きく、AIがまだ人間の医師
の複雑な判断能力には及ばないことを示唆しています。この数値は、AIの過信に対する警鐘として極め
て妥当です。実用化に向けた未解決課題は、非構造化データからの文脈理解、患者との共感的な対話、
倫理的判断の統合であり、これらは技術的にも非常に困難です。 【機会】日本の医療AI開発企業は、こ
のギャップを埋めるための研究開発に注力することで、国際的な競争優位性を確立できる可能性があり
ます。特に、日本の医療現場の特性に合わせたデータセットの構築と、医師との協調を前提としたAIシ
ステムの開発が重要です。 【脅威】安易な医療AI導入は、誤診リスクや患者の信頼喪失につながる可能
性があります。また、AIの評価基準が実用性重視にシフトすることで、従来の評価方法で開発されたAI
製品は市場での競争力を失うかもしれません。 【次のアクション】医療AI関連部門は、自社製品の評価
基準に「BRIDGE」のような実用志向のベンチマークを組み込み、実臨床データを用いた検証を強化す
べきです。また、医師との協調ワークフローを前提としたAI設計を推進し、倫理ガイドラインを策定す
る必要があります。
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深掘り ③ ― NVIDIA Blackwell、AIエージェントインフラで首位
#14 | 2026/06/12 | NVIDIA News | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●○

NVIDIAのBlackwellアーキテクチャが、初のAIエージェントインフラベンチマーク「AgentPerf」で首位を獲得しまし
た。AgentPerfは、連鎖的なLLM呼び出しとツールインタラクションを含む複雑なマルチステップエージェントワーク
ロードをAIインフラが処理する能力を測定します。この成果は、Blackwellが現実世界のコーディングエージェントな
どのAI性能をより正確に評価し、複雑なAIワークロードにおいて卓越した処理能力を持つことを証明しています。

従来のAIベンチマークが単一LLM呼び出しに焦点を当てていたのに対し、AgentPerfはエージェントAIが必要とする動
的な意思決定や外部ツール連携を含むワークフローを評価します。Blackwellは、並列処理能力、高速メモリ帯域幅、
効率的なデータ転送能力を強化しており、これらの要件を高性能で満たすことで、自動コーディングや科学シミュレー
ション設計など、人間の認知機能を模倣するタスクの効率化を加速します。

▶ シニアテクニカルアナリスト

NVIDIA BlackwellがAIエージェントインフラのベンチマークで首位を獲得したことは、AIの進化がハ
ードウェアインフラに大きく依存していることを再確認させます。AgentPerfのような新しいベンチマ
ークは、実際のAIアプリケーションの性能をより正確に反映するため、その結果は非常に信頼性が高い
と言えます。Blackwellの性能は、AIエージェントの普及を加速させる上で不可欠な要素となるでしょう
。 【機会】日本のAI開発企業やデータセンター事業者は、Blackwellのような高性能AIインフラを早期
に導入することで、AIエージェント開発やAIサービスの提供において国際的な競争力を高めることがで
きます。特に、リアルタイム処理が求められるエッジAIやロボティクス分野での応用が期待されます。
【脅威】高性能AIインフラへの投資競争は激化しており、十分な投資ができない企業はAI開発・運用で
遅れを取る可能性があります。また、電力消費量の増大は、データセンター事業者にとって大きな課題
となります。 【次のアクション】半導体PKG部門は、NVIDIAの次世代AIチップの技術動向を継続的に
監視し、自社製品への影響を評価すべきです。ITインフラ部門は、AIワークロードに最適化されたデー
タセンターインフラ（液冷技術含む）への投資計画を策定し、高性能GPUの調達戦略を強化する必要が
あります。

その他の注目記事
マルチモーダルAIのブレークスルー（Startups.com）
●●●●●●●●●○○

GPT-4oやGemini 3.1
Proなど、テキスト、画像、音声の統一が加速するマルチモーダルAIの進化は、新たなサービス創出の鍵。

マルチモーダル生成AIの包括的ガイド（upGrad）
●●●●●●●●●○○

マルチモーダル生成AIの技術的詳細と応用可能性を解説。高コストが課題だが、コンテンツ制作や医療診断を変革する
潜在力。

日本のAxcelead DDP、Eli LillyのAI/ML創薬プラットフォーム「TuneLab」に参画（Axcelead Drug Discovery Partners, Inc.）
●●●●●●●●●●○

日本企業がグローバルAI創薬プラットフォームに参画。日本の創薬競争力向上と国際連携加速の好事例。

Hyundai、Boston Dynamicsを3.25億ドルで完全支配下に、SoftBankはAIインフラに注力（Tom's Hardware）
●●●●●●●●●●○

ロボットAIの産業応用加速とAIインフラへの投資シフト。日本のロボットメーカーやAIインフラ企業に影響大。

Proscia、病理学・創薬向けにマルチモーダルAIを統合したConcentriq第5世代を発表（Lab Manager）
●●●●●●●●●●○
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病理学・創薬分野でマルチモーダルAIを統合したプラットフォームが登場。診断精度と創薬効率の向上に貢献。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】CuspAIの生成AIによる材料設計技術（#11,
#15）について、自社材料への応用可能性と開発期間短縮効果を調査し、経営層へ報告。

• 【経営企画/法務】EU AI法（#37）の自社事業への影響を法務部門と連携し緊急評価。特に高リスクAIに該当
する製品・サービスがないか確認し、対応計画の初期検討を開始。

• 【医療AI開発】医療AIの「実世界ギャップ」（#05）を認識し、自社AI製品の評価指標と実臨床データを用い
た検証計画の見直しに着手。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;/製品企画】マルチモーダルAI（#33, #39）の最新動向を把握し、自社製品・サービスへの応用可能性
を検討するワークショップを開催。特に顧客体験向上やコンテンツ生成への活用を議論。

• 【製造・生産技術】ヒューマノイドロボット（#40, #42）のBMW工場でのパイロット事例を分析し、自社工
場への導入可能性を評価。労働力不足解消への貢献度と導入コストを試算。

• 【ITインフラ/データセンター】AIデータセンターの液冷技術（#30）に関するASHRAEの新フレームワークを
評価し、次世代インフラ計画に反映。電力効率と熱管理の最適化を検討。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営企画/DX推進】AIエージェント（#18, #29, #31）の企業業務への本格導入に向けたロードマップを策
定。人間とAIの協調モデルを設計し、従業員のスキルアップ計画も含む。

• 【R&D;/創薬】AI創薬における生物学的知識基盤の強化（#04）を戦略的テーマとして設定し、高品質なデー
タキュレーションと統合への投資を検討。国内外のデータプロバイダーとの連携も視野に入れる。

• 【調達/ITインフラ】AIインフラ（#14, #26, #27）のサプライヤー動向を継続的に監視し、将来的な調達戦
略に反映。特に高性能GPUや専用AIアクセラレータの安定供給確保を計画。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-06-19
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収録記事一覧

#01 AIが生成する悪性黒色腫治療情報に系統的な安全性情報ギャップ、主要3プラットフォームで80-
99%の欠落を確認

#02 AI駆動型仮想トランスクリプトームスクリーニングが非小細胞肺癌治療薬JIN-A02の組み合わせ

パートナー候補12種を特定

#03 Vision TransformerベースAIが結腸直腸癌の病理組織分類で感度98%、特異度97%の高性能を
達成

#04 AI創薬の真のボトルネックはモデルではなく基盤となる生物学的知識の統合と明示であるとの議
論が浮上

#05 Mass General Brigham開発の新ベンチマーク「BRIDGE」、医療AIが実患者ケアで大幅な性能

ギャップを露呈

#06 ASCO 2026: Tamoxifenがアロマターゼ阻害薬と比較して乳がん患者の骨粗しょう症・病理的骨
折リスクを低減する可能性

#07 日本のAxcelead DDP、Eli LillyのAI/ML創薬プラットフォーム「TuneLab」に参画し、低分子・
抗体薬の特性予測を強化

#08 Nature誌が2つの新規医療AIモデル「MIRA」と「AMIE」を掲載：医師と同等以上の患者管理能
力をシミュレーションで実証

#09 EFFがAI規制は報復的ではなく合理的であるべきと主張：国防総省のAnthropicモデルへの輸出
規制を批判

#10 米国特許商標庁（USPTO）、エージェントAIと画像検索AIの新機能導入：商標出願・審査プロ

セスを改善

#11 Jeff Bezos氏、英国材料科学スタートアップCuspAIに4億ドル出資、企業価値26億ドルに急騰し
「永遠の化学物質」除去技術加速へ

#12 専門家、Nature誌掲載の医療AIモデル「MIRA」と「AMIE」に肯定的評価も、実世界検証と医
師支援の重要性を強調

#13 大規模B細胞リンパ腫の再発・難治性症例におけるCAR-T後の治療多様性と最適シークエンスが

依然未解決

#14 NVIDIA Blackwell、初のAIエージェントインフラベンチマーク「AgentPerf」で首位を獲得：複
雑なマルチステップAIワークロード処理能力を証明

#15 AIが「永遠の化学物質」PFASを除去する新材料を6ヶ月で設計：KemiraとCuspAIの提携で開発
加速

#16 Psychology Todayが報じる：医療特化AIが汎用モデルに敗北、専門知識だけでは実用的な医療
知能に不十分な可能性



#17 AnthropicのClaude Fable 5、Appleの新Siri AI、NotebookLMのメジャーアップデートを含む
最新AIニュースが公開

#18 企業業務を自律型AIエージェントで再設計、2026年末までに企業向けソフトウェアの40%に搭

載予測

#19 NeuBird AI、自律型プロダクション運用エージェントを全企業展開モデルとエンジニアリングワ
ークフローで提供開始

#20 Adani EnterprisesとJabilがインドのAIデータセンターインフラ構築で戦略的提携、3兆ドル超の
世界市場に対応

#21 Proscia、病理学・創薬向けにマルチモーダルAIを統合したConcentriq第5世代を発表

#22 オランダ政府、EU AI法実施法案を公開協議、国内監督・執行フレームワークを確立

#23 SpaceXがAIコーディングスタートアップCursorを600億ドルで買収、xAIとのGrokエコシステ
ムを強化

#24 アイルランド政府、EU AI法国内施行に向けた「人工知能規制法案2026」を承認

#25 中国投資家がMetaからAIスタートアップManusを20億ドルで買い戻し計画、中国規制強化が背

景

#26 Oracle、AI需要の急増に対応するためデータセンター拡張に700億ドル投資へ

#27 VultrがHPEとNVIDIAを選定、クラウドスケールデータセンター向け次世代AIインフラを構築

#28 ヒューマノイドロボットのビジョンシステムが物理AIの知覚レイヤーに変革、Tesla、Figure AI
などが主導

#29 企業業務における人間とAIエージェントの協調ワークフローが台頭、Gartner予測で2028年まで
にユーザーインタラクションの大半を占める

#30 ASHRAE、AIデータセンターの効率最適化に向けた新フレームワークを発表、液冷技術を推奨

#31 Agentic AIが企業インテリジェンスを革新、Gartner予測で自律型エージェントソフトウェア支
出が前年比139%増

#32 Cerebras、マルチモーダルAIモデルGemma 4を高速推論プラットフォームで提供開始、毎秒
1,500トークン超を実現

#33 マルチモーダルAIのブレークスルー、2024-2026年にGPT-4oやGemini 3.1 Proなどでテキス
ト、画像、音声の統一が加速

#34 組織におけるAI導入：自動化、AIワークフロー、AIエージェントの最適なアプローチを
Clarkston Consultingが解説

#35 EU AI法デジタルオムニバスに関する暫定合意が成立、高リスクAI義務の開始日延期と禁止事項
追加

#36 NIH Bridge2AIプログラム、生物医学研究をAIで推進する2つの新イニシアチブを支援



#37 EU AI法が2024年8月1日に発効、高リスクAIに厳格なコンプライアンス義務と最大3,500万ユー
ロの罰金

#38 NIH PRIMED-AIプログラム、臨床画像とマルチモーダルデータを統合しAI駆動型臨床意思決定

支援ツールを開発

#39 マルチモーダル生成AIの包括的ガイド：GPT-4oやGemini 1.5 Proなどがテキスト、画像、音声
の処理・生成を統合

#40 Figure AI、BMWと提携しヒューマノイドロボット「Figure 01」の製造タスクパイロットをド
イツ工場で開始、2026年頃の量産目標

#41 Hyundai、Boston Dynamicsを3.25億ドルで完全支配下に、SoftBankはAIインフラに注力

#42 Forbesがヒューマノイドロボット開発を競う18社を紹介、Figure AIのBMW工場での「Figure
02」稼働を詳報

#43 2026年エンタープライズLLM比較ガイド：Anthropic Claude Opus 4.6が100万トークンコンテ
キストでコーディング・法務タスクに優位性

#44 産業AIのPrometheusが120億ドル調達、外科用AIのUncovrが700万ドル獲得：AIスタートアッ

プが多岐にわたる分野で大型資金調達を達成



AIが生成する悪性黒色腫治療情報に系統的な安全性情報ギ
ャップ、主要3プラットフォームで80-99%の欠落を確認

概要

悪性黒色腫のFDA承認療法に関するAI生成情報において、ChatGPT/GPT-4-Turbo、

Claude/Sonnet、Gemini/2.0-Flashの3プラットフォームで系統的な安全性情報の欠落が
発見されました。確立された療法では回答の80-85%が、最近承認されたTIL療法

Amtagviでは99%の回答で重要な安全情報が不足していました。この結果は、AI生成の
医薬品情報における重要な安全性情報の伝達改善が喫緊の課題であることを示唆して
います。医療専門家や患者が信頼できるAI活用のためには、これらのギャップへの対

応が不可欠です。
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詳細

主要成果

ASCOで発表された探索的研究により、主要なAIプラットフォーム（ChatGPT/GPT-4-

Turbo、Claude/Sonnet、Gemini/2.0-Flash）が生成するFDA承認の悪性黒色腫治療情報
に、系統的な安全性情報の欠落があることが明らかになりました。特に、確立された療
法では回答の80〜85%が、最近承認された腫瘍浸潤リンパ球（TIL）療法であるAmtagvi

については99%が、重要な安全性情報を含んでいませんでした。

技術・臨床詳細

評価対象プラットフォーム: ChatGPT/GPT-4-Turbo、Claude/Sonnet、Gemini/2.0-

Flash。これらの汎用大規模言語モデルが、専門性の高い医療情報領域でどの程度の
精度と網羅性を持つかを探る目的で実施されました。

評価方法: 各AIプラットフォームに対し、FDA承認の悪性黒色腫治療薬に関する情報
提供を要求し、生成された回答が規制当局が求める重要な安全性情報（副作用、禁
忌、警告など）を網羅しているかを、専門家が評価しました。

欠落率: 既承認薬では80-85%の回答で安全性情報が不足。特に新規TIL療法Amtagviで
は、回答の99%で安全性情報が欠落しているという結果は、新薬情報におけるAIの対
応能力の限界を示唆しています。これは、比較的新しい治療法に対するAIの知識ベー
スの更新頻度や、複雑な情報を正確に抽出・要約する能力に課題があることを示して
います。

背景・業界文脈

AIは医療分野、特に情報検索や患者支援において大きな期待が寄せられていますが、そ
の信頼性に関する懸念も高まっています。本研究は、AIが生成する医療情報の品質管理
と透明性の重要性を浮き彫りにするものです。特に安全性情報は患者のQOLや生命に直
結するため、その欠落は医療現場でのAI導入における大きな障壁となります。AIの活用
が進むにつれて、情報の正確性だけでなく、網羅性、特に潜在的なリスクに関する情報
の提供が求められています。



今後の展望

この研究結果は、AI開発者に対し、医薬品情報の生成における安全性データの組み込み
と検証プロセスの強化を促すものです。将来的には、AIが医療情報を提供する際に、信
頼性の高い医療データベースと連携し、常に最新かつ網羅的な安全性情報を参照するメ
カニズムの構築が求められます。これにより、AIは医療従事者や患者にとって、より安
全で信頼性の高い情報源となり得ます。また、規制当局や医療機関は、AI生成医療情報
の品質を評価・保証するための新たなガイドラインや基準を策定する必要があるでしょ
う。特に、新しい治療法に関する情報について、AIが迅速かつ正確に学習し、提供でき
るような仕組み作りが重要となります。

元記事: https://www.asco.org/abstracts-presentations/264517/

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.asco.org/abstracts-presentations/264517/


AI駆動型仮想トランスクリプトームスクリーニングが非小
細胞肺癌治療薬JIN-A02の組み合わせパートナー候補12種
を特定

概要

研究者らは、AI駆動型仮想トランスクリプトームスクリーニングを用いて、非小細胞
肺癌（NSCLC）治療薬JIN-A02の新たな併用療法パートナー候補12種を特定しました。

この大規模スクリーニングでは15,089通りの共阻害条件が比較され、既存承認薬を含
む有望な候補が発見されました。本手法は、合理的な併用療法の発見と既存薬の新た

な用途開発を加速するための、拡張性の高いフレームワークの実現可能性を実証する
ものです。これにより、治療が困難なNSCLC患者に対する新たな選択肢提供への道が
開かれる可能性があります。
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詳細

主要成果

AI駆動型仮想トランスクリプトームスクリーニングにより、非小細胞肺癌（NSCLC）の
有望な治療薬候補JIN-A02に対する12の新たな併用療法パートナー候補が特定されまし
た。この研究では、15,089通りの共阻害条件を大規模に比較し、既存の承認薬と対応す
る候補を含む複数の有望な組み合わせを発見しています。

技術・臨床詳細

技術基盤: 本研究は、AIを活用した仮想トランスクリプトームスクリーニング
（VTS）フレームワークに基づいています。このVTSは、遺伝子発現データと疾患メ
カニズムの深い理解を組み合わせることで、分子レベルでの薬物相互作用や相乗効果
を予測します。

スクリーニング規模: 研究チームは、JIN-A02の治療効果を最大化する可能性のある
パートナーを見つけるため、15,089種類の異なる共阻害条件を計算科学的に生成し、
その効果を比較分析しました。このような大規模な仮想スクリーニングは、従来の実
験手法では時間的・コスト的に非現実的です。

発見された候補: 最終的に、JIN-A02との併用でNSCLC細胞に対する効果を高めると予
測される12の候補が選出されました。これらの候補の中には、既に臨床で承認され
ている薬剤も含まれており、既存薬のドラッグ・リポジショニング（再利用）の可能
性も示唆しています。

JIN-A02の背景: JIN-A02はNSCLCを標的とする薬剤候補であり、その単剤療法効果を
高めるための併用パートナーの探索は、治療抵抗性の克服や奏効率の向上に不可欠で
す。

背景・業界文脈

非小細胞肺癌は、診断時進行例が多く、既存療法に対する抵抗性の問題が常に課題とな
っています。併用療法は、薬剤耐性の克服や治療効果の増強において重要な戦略です
が、合理的な組み合わせを見つけるプロセスは膨大で困難です。AIを活用したスクリー
ニングは、この課題を解決し、創薬プロセスを劇的に加速する可能性を秘めています。
特に、既存薬の再利用は開発期間とコストを大幅に削減できるため、製薬業界にとって
非常に魅力的なアプローチです。



今後の展望

このAI駆動型VTSフレームワークは、今後、NSCLC以外の様々な癌種や疾患において
も、新たな併用療法やドラッグ・リポジショニングの機会を特定するための強力なツー
ルとなることが期待されます。次に、特定された12の候補について、in vitroおよびin

vivoでの実験的検証が進行することになるでしょう。最終的には、これらの知見が臨床
試験へと繋がり、治療困難な患者に対して、より効果的で個別化された治療戦略を提供
できる可能性があります。AI創薬がもたらす革新は、新薬開発の風景を根本から変えつ
つあります。

元記事: https://www.asco.org/abstracts-presentations/266578/

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.asco.org/abstracts-presentations/266578/



